
流域治水をさらに加速
浸水被害の軽減に向け、地域全体での武雄市「ためるプロジェクト」が進行中

田んぼダム（農業者）

ため池事前放流（ため池管理者）

遊水公園（永島地区）

施設内調整池（民間企業）

設計実施中

浚渫工事実施中

治水活用調査実施中

ため池、クリーク

学校グラウンド、都市公園

雨水貯留タンク（地域住民）



敷地の地下に雨水を貯留
⇒下流域への流出抑制と周辺の浸水被害の軽減

施設からの流出量を抑え
ながら、下水路へ放流

道路の冠水被害を抑制
予算額 ５５００万円

緊急自然災害防止対策事業債：５５００万円

約２２０ｔの雨水を貯留

ためプロ
（公園活用）
第一弾

次の出水期に備え、早期に工事着手（R8年6月末完成予定）

プラスチック製貯留槽

一の坪公園貯留施設の整備（R7年度～８年度）
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